
NO 要望箇所 意見の要約 各課の回答 担当課

1 須賀利

尾鷲市全体の防災計画では、避難所を建てるための用
地が確保されたが、須賀利地区には避難所を立てる場
所がない。仮説住宅の確保を検討してほしい。また、
備蓄については、須賀利地区は孤立の可能性が高く、
10日分程度の備蓄を確保できるよう検討してほしい。

須賀利地区は仮設住宅の用地の確保が難しく、⻑期
の避難生活になった場合も考慮し、用地の確保など
検討していきたい。
また、須賀利地区は孤立の可能性が非常に高く、自
主防災会の補助金等を活用していただき、備蓄の確
保に努めていただきたい。

防災危機管理課

2 須賀利

県道202号線（須賀利〜島勝間）の須賀利中学校跡から
トンネルまでの間が、携帯電話の電波が届かない。事
故発生時や災害時の通信確保のため、非常電話等の設
置や、携帯電話の電波改善を通信事業者に働きかけて
ほしい。

まず、事故や災害時など、非常時の連絡手段の確保
については、皆さまの安全を確保する観点から重要
であると考えています。そのため、衛星回線の活用
などを検討しているところではあります。
一方で、平時においては、一般的にそのサービス提
供は、各通信事業者がそれぞれの事業判断に基づき
カバー範囲などの整備を進めています。現状では、
通信事業者の携帯サービスの中にも衛星回線が広が
り始めたところであり、それらの比較検討が行われ
ている状況であると思われます。今後、東海総合通
信局などとも課題を共有するとともに通信事業者に
聞き取りを行ったり、使用できる場合はそのことを
周知するよう要望したいと思います。

政策調整課
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3 須賀利

カムチャツカ沖地震による津波警報が発令された際、
引本トンネルを超えたところにあるゲートを閉めたと
いう情報は紀北町だけで流された。須賀利の人にも影
響があるので、お互い連携を取って尾鷲市でも関連す
る情報として発信できるよう改善していただきたい。

津波警報が発令された際には、安全確保のため原則
としてゲートは閉鎖される運用となっております。
市⺠の皆様には、『警報発令時はゲートが閉まるも
の』とあらかじめご認識いただき、 避難等の行動
をとっていただきますようお願いいたします。

防災危機管理課

4 須賀利

須賀利地区では10月からオンライン診療が試験的に行
われることになった。病院のない地区については、市
としても、オンライン診療についての協力をお願いし
たい。

市街地から遠く、高齢化率も高い須賀利地区におい
ては、オンライン診療の実施は、医療サービスの利
便性向上が期待されます。ただし、オンライン診療
を開始するには、三重県の許可や地域の医師会との
調整など課題も多いことが考えられます。今後、ど
のような協力が可能かも含め検討したいと考えま
す。

福祉保健課

5 古江

ふれあいバスの乗降口の段差が高く、膝の悪い高齢者
には負担となっている。乗り降りしやすいよう改善で
きないか。社協の買い物支援で使っているマイクロバ
スは乗り降りしやすい。

現在、周辺市街地を運行しているふれあいバス車両
については、ワンステップバスという比較的乗降し
やすいバスを使用しておりますが、バス停の環境
や、バスの構造上、そのようなお声があることも承
知しております。現状としては、車両変更の予定が
ないことから、乗降が大変な場合には、運転手によ
る乗降補助を実施しておりますので、お声がけいた
だきますようお願いいたします。

政策調整課
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6 古江
バスとＪＲの乗継ぎ時間がずれており、数分の差で乗
り継ぎできないことがある。ダイヤ調整の際に改善し
て利便性を高めてほしい。

公共交通におきましては、より多くの人が利用しや
すく、効率的で効果的な運行体系を目指し、定期的
に路線やダイヤの検討、見直しを行っております。
今後も、利用状況等を分析するとともに、皆さまか
らいただいたご意見を集約しながら、より良い公共
交通を目指してまいります。

政策調整課

7 古江

カムチャツカ沖地震の津波警報で避難したが、その
後、どこの避難所に何人避難した、といった検証はさ
れたのでしょうか。防災に対する取り組みも地域差が
あると思うので、年に１、２回でも地域住⺠と必要な
対策の整理や情報の共有をする場を設けてほしい。

避難の実態把握につきましては、収容避難所に避難
された方々の状況を中心に確認を行いました。 ま
た、地域ごとの防災対策の整理につきましても、ご
要望をいただければ随時、情報の共有や講話の場を
設けさせていただいております。 地域の皆様と連
携して進めてまいりたいと考えておりますので、防
災危機管理課までお気軽にご連絡ください。

防災危機管理課

8 古江

熊野尾鷲道路が⻑期間通行⽌め（11月〜12月）で不
便。夜間工事などで期間短縮を検討してほしい。生活
道路として利用しているので、もっと住⺠の利便性を
考えた工事計画を立てることはできないか。生活道路
としての配慮をお願いしたい。

ご不便をお掛けして申し訳ございません。
熊野尾鷲道路の管理者は国土交通省となっておりま
すので、ご要望いただいた内容について建設課から
伝えさせていただきます。

建設課
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9 古江
クマの出没が多く心配している。市としてどのような
対策を講じているか。

本市では、クマの目撃があった場合、市ホームペー
ジや公式SNS等でクマの目撃情報を発信し注意喚起
を行っております。
また、目撃場所が集落に近い場合は、煙火によるク
マの追い払いや、目撃場所付近のパトロールや、通
学路の警戒など、警察・三重県・猟友会と連携し厳
重な警戒を実施するほか、県に被害防⽌捕獲を申請
し、クマ捕獲用箱罠を設置する対応を行っておりま
す。

水産農林課

10 三木浦
Youtubeで議会放送を見ているが、雑音が多く、音声
や画質がやや不鮮明。改善して見やすくすることで若
い世代の関心も高まると思う。

尾鷲市議会では、他市に先駆けて議会放送に取り組
んだ経緯があるため、現在使用している放送機器は
導入から年数が経っており、老朽化が進んでいま
す。また、エリアワンセグ放送に対応する必要があ
ることから、映像の画質を意図的に落として配信し
ており、その結果、他自治体に比べて不鮮明な映像
となっており、市⺠の皆さまにはご不便をお掛け
し、大変申し訳ございません。
機器更新が必要な時期を迎えていることから、市議
会として改善に向けた検討を進め、よりご視聴しや
すい議会放送となるよう取り組んでまいります。

議会事務局
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11 三木浦

尾鷲市の取り組みは、都市部の人たちにどれくらい認
知されているか。地域の魅力を外に伝えていける人材
が必要。人口減少対策として子育て施策は大切である
が、それを外へ発信し、伝えていける人や手段が今の
時代には重要だと思う。

本市では、現在 X・Instagram・公式LINE など複
数のSNSを活用し、幅広い世代に向けた情報発信に
取り組んでいます。また、 YouTubeを活用した動
画発信の強化にも取り組む予定であり、現在は地域
おこし協力隊〈動画・広報分野〉の募集を進めてい
るところです。今後、隊員が着任した際には広報担
当と連携しながら市の魅力や地域の取り組みを効果
的に発信できる動画制作体制の整備を進めること、
また尾鷲市の発信全体を俯瞰しながら⺠間・行政・
地域の多様なプレイヤーと協力し、まち全体の情報
発信の「つながり」と「仕組み」を育てていくこと
を目指します。引き続きSNS全体の連携を図りつつ
フォロワー数の増加に努め、若い世代を含めた市内
外の幅広い層に選んでもらえる情報発信に努めてま
いります。

政策調整課

12 三木浦

災害時に地域が孤立した場合、医療体制の確保という
観点から、オンライン診療は有効な手段であると考え
ます。尾鷲総合病院での平時の導入が難しいとしても
災害時には被災していない遠方の医療機関が診療に応
じられることこそオンライン診療の強みが発揮される
場面ではないでしょうか。オンライン診療の導入可能
性については今後も検討を進めていただきたい。

災害時のオンライン診療の活用についてはいくつか
の課題があり、通信の途絶や遅延が診療自体に大き
く影響を及ぼすことや重篤な症状や救急対応が必要
な場合、対応できないことなどが考えられます。大
規模災害時におけるオンライン診療の活用方法も含
め先進事例などを検証し災害時の医療提供体制につ
いて検討したいと考えます。

福祉保健課
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13 梶賀

現在の市立図書館は少し堅い雰囲気で利用しずらいと
いう声も聞く。子どもの遊び場と静かな読書空間を分
けるなど、全国的に人が集まる図書館が注目されてい
るが、今回の図書館改修では、そういった「新しい形
の図書館」を望みます。

現在の図書館は、間隔が狭く高さのある書架を配置
しているため少し暗い印象を与えており、そうした
なかで静かに読書する雰囲気が、そのような印象に
繋がっていると思われます。今後、整備予定の新し
い図書館は、スペースも広く、低めの書架を配置す
るなど、全体的に明るく開放的な空間となるよう設
計されております。ラウンジやヒノキテラスなど、
くつろぎのスペースも設けるなど「市⺠のリビング
ルーム」をコンセプトに、子どもからご高齢の方ま
で、誰もが訪れやすく、ゆっくりと読書を楽しめる
空間づくりを目指して進めてまいります。

生涯学習課

14 大曽根
尾鷲総合病院の患者数が減少しており、毎年経営が厳
しいと聞く。赤字への具体的対策をどのように考えて
いるのか。

公立病院の経営状況は全国的に９０％以上が赤字で
あるため、当院としても新規の診療報酬加算の取得
や、非常勤医師の診療科の縮小、非常勤医師の宿日
直・待機の縮小も検討しております。
市⺠の皆様には診療日などでご不便をかけることも
あるかもしれませんが、病院を維持するため、病院
⻑を中心に経営改善に努めております。

総合病院
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15 大曽根
中部電力跡地の企業誘致が⻑引いている。整地後の進
捗が見えず、情報が少ない。現状を市としてもっと説
明してほしい。

大型製材工場をはじめとする複数の事業者が、事業
計画の具体化に向けた検討を継続しております。
事業計画の検討においては、事業の採算性を確保す
るための技術開発をはじめ、出資協議や複数の関係
者との交渉などが生じ、ある程度の時間が必要な状
況であると理解しております。
 地元説明会の開催予定などの進捗状況を伺える情
報が事業者より届きましたら、市⺠の皆様に報告さ
せていただきたいと考えておりますので、今暫くお
待ちいただきますようお願いいたします。

政策調整課

16 大曽根
矢ノ川上流部には、店舗が建ったり、インター付近に
公衆トイレも整備された。尾鷲の上水道を取水するう
えで問題はないのか気になっている。

水源に関係する開発行為については、適宜、水道水
源保護審議会⻑に相談しております。排水につきま
しては、合併浄化槽により処理されており、矢ノ川
の豊富な水量により希釈されることから、問題はな
いとの回答をいただいております。

水道部
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17 大曽根

水道管や下水管の老朽化が原因で道路が陥没したとい
う報道があったが、尾鷲市の水道管は大丈夫か。老朽
化した水道管の点検や更新はどのようになっているの
か。

管路の診断につきましては、専門の業者に業務委託
し、埋設管は機械を使用した聴音調査、水管橋は目
視による調査を行っております。
管路の更新は耐用年数経過に応じ計画的に更新して
おります。

水道部

18
大曽根
向井

尾鷲総合病院の外科医が不足していると思う。手術が
できないと患者が減り、病院の機能維持が難しい。循
環器や整形外科など専門医の確保をお願いしたい。
また、心筋梗塞や脳卒中など、救急搬送の時間がかか
ると命に関わる。ドクターヘリとの連携強化や、高規
格救急車の整備をお願いしたい。

現在、外科医師につきましては３名、循環器や整形
外科についても医師の確保はできており、引き続き
医師確保に取り組んで参ります。
また、急性心筋梗塞や脳卒中など重篤な救急患者
は、三重大学医学部付属病院や伊勢赤十字病院、松
阪中央総合病院などへ救急車により搬送されること
になりますが、ドクターヘリが活用される場合は、
救急車の段階から要請されることが多いです。
なお、今年度には松阪中央総合病院とドクターカー
の協定を締結したところであり、救急搬送における
連携強化に努めています。

総合病院
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